
樹木の見分け方、観察の仕方を楽しくまなぼう !

2026

09:30～ 16:00
会場：御所野縄文博物館・研修室
　　　一戸町面岸地区の森

北限のブナ研究所

　所長　齋藤均さん
面岸の箕の作り手

　延原　有紀さん

09:30　御所野縄文博物館・研修室 集合、開会

09:40　図鑑づくりワークショップ

12:30　昼食　

13:30　面岸の森へ向けて出発

14:00　面岸の森の観察会

15:30　面岸の森出発

16:00　御所野縄文公園到着、解散　

当日のスケジュール

主催・お問合せ・お申し込み

御所野縄文博物館　028-5316　岩手県二戸郡一戸町岩舘字御所野２　TEL：0195-32-2652　FAX：0195-32-2992

　「箕」は脱穀した穀物の仕分けなどに使う日本の農

具です。一戸町の面岸地区は古くから箕づくりの産

地として知られています。

　面岸の箕にはサルナシ、バッコヤナギ、サクラと

いった様々な種類の樹木や植物を材料として使用し、

材料採取から細かい加工作業、丁寧な編みの技術が

現代まで受け継がれています。

　今回は面岸の箕の源である森をみなさんと見学し、

森の楽しみ方を学ぶとともに、面岸の箕について知っ

ていただくきっかけになれば嬉しいです。
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一戸町・面岸の箕とは？

樹木の葉っぱの実物を参加者の皆さんで図鑑で調べて、

特徴や使い方などを記入したオリジナル図鑑を作ります。

お弁当を皆さんで一緒にいただきます！

午前中に作った図鑑を持って面岸の森の樹木を観察！樹

木の特徴や見方を学びながら、樹木を箕や物づくりに使

う際の採取の仕方や時期についてみなさんで共有します。

※荒天の場合、午後は博物館で座学を行います。

○定員：先着 15 名（小学生以下は保護者同伴）　※申込締切 9/27（日）

○参加料：1,000 円（カフェいちのへ日和さんのお弁当付き）

○服装：長袖、長ズボン、帽子、滑りにくい靴（長靴または登山靴）等、山を歩ける服装

○持ち物：飲み物、筆記用具、傘・カッパ等の雨具、軍手、お持ちの方は双眼鏡、クマ鈴

○お申し込み方法：御所野縄文博物館（0195-32-2652）へお電話でお申し込みください。お申し込みの際に参加者のお名前、

　ご住所、電話番号をお伝えください。

北海道・黒松内町から
お越しいただきます！

↑面岸の箕


